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題
だ
け
で
な
く
、
政
治
家
の
持
つ
べ
き
資
質
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ

り
方
、有
権
者
層
と
の
関
係
と
い
っ
た
諸
問
題
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

最
終
的
に
は
、
そ
の
思
想
家
が
持
っ
て
い
る
「
あ
る
べ
き
政
治
社
会
の

全
体
構
想
あ
る
い
は
思
想
家
の
政
治
思
想
総
体
」（
九
頁
）を
問
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
の
有
機
的
な

問
い
の
つ
な
が
り
は
、
我
々
自
身
の
政
治
社
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
省

察
へ
と
読
者
を
導
く
で
あ
ろ
う
。

（
朝
倉
拓
郎
）
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司
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｜
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｜
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（
法
政
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＋
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本
書
の
著
者
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
（
一
九
二
九
｜
二
〇
〇
八
）

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
政
治
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
労
働
党
の
ブ

レ
ア
政
権
期
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
諮
問
委

員
会
の
委
員
長
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。（
こ
の
委

員
会
の
答
申
は
、『
一
九
九
八
年
報
告
』（
ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
）
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。）こ
の
よ
う
な
彼
の
活
動
は
、二
〇
〇
二
年
に「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
科
目
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
義
務
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
導
入
さ
れ
る
と
い
う
形
で
結
実
し
た
。

本
書
は
、
政
治
教
育
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
し
て
ク
リ
ッ

ク
が
発
表
し
て
き
た
新
旧
の
エ
ッ
セ
イ
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
本
書
の
こ
の
よ
う
な
性
格
上
、
各
エ
ッ
セ
イ
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

主
題
と
文
脈
を
持
ち
つ
つ
、
著
者
の
一
貫
し
た
主
張
が
重
複
し
て
登
場

す
る
箇
所
も
多
い
。
以
下
で
は
、
本
書
に
含
ま
れ
る
主
要
な
内
容
を
、

大
き
く
三
つ
に
分
け
て
概
観
す
る
。

第
一
の
内
容
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
前
提
と
す
る
政
治
観

と
市
民
像
に
関
す
る
著
者
の
主
張
で
あ
る
。著
者
が
考
え
る
政
治
と
は
、

「
相
異
な
る
利
益
の
創
造
的
調
停
」（
五
八
頁
）で
あ
り
、
こ
こ
で
の
利

益
と
は
、
物
質
的
な
も
の
も
精
神
的
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
市
民

と
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
の
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身

に
つ
け
た
能
動
的
市
民
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
観
、
市
民
像
は
、

著
者
の
考
え
る
「
政
治
的
伝
統
」
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
自﹅
由﹅
な﹅
市﹅
民﹅
ど﹅
う﹅
し﹅
の﹅
公﹅
開﹅
の﹅
議﹅
論﹅
で﹅
、
紛﹅
争﹅
を﹅
解﹅
決﹅
し﹅
政﹅
策﹅
を﹅
決﹅

定﹅
す﹅
る﹅
活﹅
動﹅
」（
二
七
五
頁
、
傍
点
原
著
）を
意
味
し
て
い
る
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
伝
統
は
、
世
界
に
と
っ
て
「
最
善
の
希

望
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
我
々
の
文
明
を
破
壊
し
か
ね
な
い
長
期
的
問

題
が
次
々
と
蓄
積
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
「
最
後
の
希
望
」
で
も

あ
る
（
二
七
六
頁
）。
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第
二
の
内
容
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
教
え
ら
れ
る

具
体
的
内
容
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
第
四
章
「
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
」

で
は
、
能
動
的
市
民
が
身
に
つ
け
る
べ
き
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
の
具
体
的

な
内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー

と
は
「
知
識
・
技
能
・
態
度
の
複
合
体
」（
八
九
頁
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
具
体
的
な
内
容
が
提
示
さ
れ
た
後
、
最
終
的
に
樹
形
図
の
形
で
体

系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
二
頁
）。
ま
た
、
第
五
章
「
政
治
教

育
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
」
で
は
、
我
々
は
様
々
な
概
念
を
通
じ
て

物
事
を
認
識
す
る
と
い
う
「
概
念
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
基
づ
い
て
、
政
治

に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
諸
概
念
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
第
九
章
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
諸
前
提
」
で
は
、

自
由
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
前
提
と
な
る
手
続
的
価
値（
自
由
、

寛
容
、
公
正
、
真
実
の
尊
重
、
理
由
を
示
す
議
論
の
尊
重
）
の
意
義
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
内
容
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
教
授
方
法
に
関
す
る

議
論
で
あ
る
。
第
二
章
「
授
業
で
政
治
を
教
え
る
」
で
は
、
政
治
の
授

業
に
お
い
て
は
、
従
来
の
「
憲
法
」
教
育
の
よ
う
な
議
会
手
続
や
憲
法

制
度
に
関
す
る
知
識
の
伝
授
で
は
な
く
、
現
実
の
政
治
的
争
点
か
ら
入

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
三
章
「
偏
向
に
つ
い
て
」

で
は
、
政
治
教
育
に
お
け
る
政
治
的
偏
向
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
著
者
は
、
政
治
教
育
に
お
い
て
重
要
な
の
は
一
切
の
偏
向
を
除

去
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
偏
向
と
極
度
の

偏
向
と
い
う
二
種
類
の
偏
向
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張

す
る
。

著
者
が
「
序
言
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
教
育
科
目
と

し
て
の
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
を
教
え
る
際
の
参
考
書
、
手
引
き
書

と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
学
校
で
政
治
を
教
え

る
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
、
本
書
は
理
論
的
に
も
実
践

的
に
も
具
体
的
な
示
唆
に
富
ん
だ
著
作
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
能

動
的
な
市
民
の
育
成
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
と
技
能
を
、
学
習
可
能
な

（＝

教
育
可
能
な
）
も
の
と
し
て
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
点
は
、
と

も
す
れ
ば
、
表
面
的
な
制
度
や
法
律
に
関
す
る
記
憶
学
習
か
、
あ
る
い

は
抽
象
的
な
理
論
や
理
念
に
関
す
る
一
方
的
な
講
義
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
が
ち
な
現
在
の
政
治
教
育
に
対
し
て
限
界
と
焦
燥
を
感
じ
て
い
る
多

く
の
教
員
に
と
っ
て
、
大
い
に
参
考
と
な
る
に
違
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
著
者
の
考
え
る
政
治
観
や
市
民
像
は
、
そ
れ
自
体
論
争

の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
と
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
文
脈
の
相
違
に
つ
い
て
も

慎
重
な
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
日
本
で
頻
繁
に
叫

ば
れ
て
い
る
「
政
治
の
機
能
不
全
」
が
、
た
ん
に
政
治
家
や
政
治
機
構

の
機
能
不
全
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
市
民
の
機
能
不
全（
あ
る
い
は
不
在
）」

に
も
起
因
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
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シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
具
体
的
な
議
論
や
取
り
組
み
が
、
早
急
か
つ
活

発
に
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
こ
の

時
期
に
ク
リ
ッ
ク
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論
が
日
本
語
で
紹
介
さ

れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

（
朝
倉
拓
郎
）
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